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１０月に入り、すっかり秋らしくなってきまし

た。夏は過ぎてしまいましたが、夏の子供たちの楽

しみの一つに昆虫採集があります。今年もカブトム

シやクワガタを捕まえた話を子供たちから聞くこ

とができました。その中でよく聞かれるのが、「ぼ

くのカブトムシ、小さいから餌をたくさんあげてい

るけどちっとも大きくなりません。」という話です。 

カブトムシは、幼虫時の生育状況で成虫の大きさ

が決まります。したがって、成虫になってから餌を

たくさん与えても、今より大きくなることはありま

せん。幼虫の時期に栄養豊富な腐葉土を食べて育っ

たカブトムシが、大きな幼虫となり、結果として大

きな成虫となることができます。 

一方、カブトムシと並んで子供たちに人気なのが

ノコギリクワガタです。ノコギ

リクワガタには、大きくあご

（「角」と呼ばれることもあります

が、あごが発達したものです。）が

発達し、水牛の角みたいになっ

ている立派なオス(上の写真)もい

れば、同じオスなのに、あまり

立派でないのも(下の 写 真 )いま

す。この違いも幼虫時代の育ち

方の違いによるものです。 

ところが、このノコギリクワ

ガタは、カブトムシとは反対で、あまりよくない環

境で育った個体のほうが立派なあごを持った成虫

となります。カブトムシは１年しか幼虫の期間があ

りませんが、クワガタは２～３年幼虫の期間があり

ます。餌が豊富な環境で育ったノコギリクワガタの

幼虫は順調に育ちすぎて、あまり大きくならないう

ちに成虫になってしまいます。反対に、餌が十分で

ない環境で育った幼虫は、餌が少ない分、じっくり

と時間をかけて成長するため、大きな成虫になれる

そうです。 

「かわいい子には旅をさせよ。」という言葉があ

ります。子供たちが、立派な大人になるためには、

子供にとって居心地のよい環境ばかりがよいとは

限りません。 

１２０名の生っ子は、今いろいろなことを吸収し

成長しています。どのような環境を整えてあげるこ

とが必要なのか、私たち周りの大人が知恵を出し合

い、育てていきたいものです。 

今月５日（木）、平戸市総合運動公園ライフカン

トリーで、平戸市小学校陸上競技大

会が行われます。本校からも５，６年

生 ４２名が、それぞれの種目に参加

します。本日４年生を中心とした激励

式が行われ、下級生からの熱い応援

を受けました。 

また、今年も、濱田勝様に月曜日と金

曜日の練習に来ていただき、子供たちを専門的な立

場から指導していただきました。ありがとうござい

ました。 

自己記録の更新を目指し、しっかり頑張ってきて

ほしいものです。 

実りの秋、地域の皆様（農協や漁協）のご協力で

子供たちは、この９月、生月の秋ならではのいろい

ろな経験をすること

ができました。 

２２日（金）には漁

協のお世話で、３年

生があご焼き体験と

アジのさばき方を教

えてもらいました。 

また、２６日（火）

には 5 年生が、６月に

植えた稲を脱穀しま

した。 

 

 

 

５日（木） 小学校陸上競技大会 

7 日（土） ツーデーウォーク（生月会場） 

９日（月） 【祝日】体育の日 

１２日（木） ２年生 町探検 

１７日（火） クラブ 

１９日（木） 生活科見学（1.2 年生、ひばり学級） 

２３日（月） ミュージカルワークショップ 

２３日（月）～２７日（金） 

へき地・離島教育実習(長大生３名来校) 

２７日（金） 生月中合唱コンクール（6 年生参加） 

３１日（火） 特別支援学級交流学習会（森きらら） 
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